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京
都
哲
學
會
規
約

樋、

{
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
醸
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
國
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
右
の
目
的
の
た
め
に
次
の
藩
業
を
行
う

e
　
毎
月
㎞
回
研
究
會
を
開
く

⇔
　
毎
年
公
翻
講
演
會
を
醐
く

㈲
　
毎
月
輔
同
「
哲
攣
研
究
」
を
酸
行
ず
る

一
、
本
會
の
適
業
を
建
行
ず
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く
、

委
員
は
京
都
大
畢
哲
雛
科
激
窟
及
び
委
員
魯
に
お
い
て
推
薦

し
た
巻
に
委
囑
す
る

一
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
、
曾
員
に
は
蜜
格
の
鯛
限
を
設
け

　
な
い
、
屡
校
。
圏
書
館
。
其
他
の
園
髄
は
圃
膿
の
名
を
以
て

　
入
目
す
る
こ
と
も
で
き
る

一、

v
員
は
會
饗
と
し
て
年
一
、
一
二
一
〇
圓
、
又
は
雫
年
六
一

〇
圓
を
葡
納
す
る

一、

�
�
ﾍ
會
誌
の
配
布
を
憂
け
、
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の

行
鄭
に
娼
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一、

{
旨
は
薯
務
所
を
京
都
大
醗
丈
墨
部
内
に
お
く

一、

{
愈
規
約
の
改
正
璽
更
は
委
員
會
の
決
議
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員
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囲
目
》
　
ω
・
　
α
b
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c
◎
）
か
く
て
こ
の
人
倫
的
實
膿
の
本
質
に
封
ず
る
認
識
に
於
躍
、
、
人
倫
的
世
界
（
存
在
）
と
人
倫
的
行
爲
と
が
統
一

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
存
在
（
麟
目
G
厚
圃
。
げ
）
寺
行
業
（
暁
盲
Q
9
ざ
ご
）
壷
認
識
（
9
旨
鎧
轟
鳥
｛
〔
鰐
蛤
。
｝
闘
）
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
正
に
行

爲
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
と
呼
ば
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
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〔
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冒
瀞
師
）

次旨號三

時
問
の
「
方
向
」
…
…
…
…
：

講
集
團
の
耐
曾
約
性
絡
…
…
：

西
洋
醤
學
と
邸
獲
思
想
（
完
）

　
　
一
一
つ
の
銘
二
二
研
究
i

　
　
米
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華
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；
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劣
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鍔
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マ
ッ
ク
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灘
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議
を
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い
て
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新
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會

官

司
、
本
會
は
胆
嚢
組
織
と
し
會
員
に
は
養
格
の
制
限
を
設
け
ま

　
せ
ん
、
入
曾
希
塑
　
ン
は
東
京
都
千
代
田
匠
神
田
駿
河
盤
四

　
ノ
細
弘
丈
堂
内
京
都
哲
墨
會
係
宛
に
規
定
の
會
費
年
（
一
、

　
ニ
ニ
○
圓
又
は
年
年
六
一
〇
圓
）
を
お
佛
込
下
き
い

「
振
替
口
座
東
京
五
三
九
〇
九
　
聖
女
盤
」

一、

�
?
切
れ
の
揚
合
は
封
筒
に
「
離
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
お
彿
込
下
さ
い
、
　
一
年
分
（
又
は
牛
年
分
）

會
費
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
二
班
（
又
は
六
班
）
の
邊
附
濟

を
以
て
箭
金
切
れ
と
し
、
魯
饗
の
璽
更
其
他
の
薯
情
に
よ
る

遇
不
足
は
一
年
（
又
は
孚
年
毎
）
に
精
算
し
ま
す
。

舗
、
會
員
の
鱒
居
入
退
會
等
（
編
集
窮
務
以
外
の
一
切
）
の
癖

務
は
弘
丈
賞
内
京
都
誓
學
・
暫
係
へ
御
蓮
知
下
き
い

輔
、
本
誌
の
編
集
に
黙
す
る
魎
信
。
馬
糧
書
・
寄
聡
礫
誌
等
は

本
會
宛
に
御
邊
り
下
さ
いみ尽

都
　
哲
　
學
　
會

京
都
市
左
京
睡
吉
田

京
都
大
駆
文
畢
鶴
内

昭
和
殺
＋
三
年
三
鷺
十
五
日

昭
和
三
十
三
年
三
月
二
十
目

　
　
　
　
編
集
人

襲
庫
入

印
画
人

印
刷
所

獲
行
所

　
印
　
脳

　
醗
　
行

京
　
都
　
哲
　
學
　
會

　
　
京
都
大
畢
文
學
部
内

　
　
編
転
代
　
衷

酒
　
　
井
　
　
　
　
修

　
　
理
窟
都
千
代
田
脚
爾
駿
海
蟹
四
ノ
饅

八
　
坂
　
淺
　
太
　
郎

草
　
　
刈
　
　
親
　
　
雄

申
央
製
本
印
刷
株
式
會
祉

　
　
東
｛
舐
都
新
宿
臨
市
ケ
谷
柵
艦
町
一

離
弘
　
文
　
堂

　
　
東
京
都
千
代
濁
麗
鱒
田
駿
河
藁
照
ノ
四

断
節
　
規
定

一
、
鼠
害
以
外
の
欝
讃
看
の
御
註
丈
及
び
講
中
に
…
翻
す
る
件
は

「
弘
丈
堂
」
へ
御
申
込
暑
き
い

一、

�
盾
ﾌ
御
識
丈
は
す
べ
て
代
金
郵
貌
典
（
一
部
、
完
贋
一

二
〇
圓
・
郵
貌
八
践
）
を
醜
金
に
て
お
邊
り
下
さ
い

一
、
特
に
新
建
慰
及
び
領
験
轡
等
を
要
す
る
揚
合
は
郵
雰
八
圓

を
お
塗
り
下
さ
い
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